
事例紹介NTTソフトウェア株式会社

自社の導入ノウハウを活かして、お客様の問題解決に貢献したい
データ分析の手段として Dr.Sum EA を導入

経営指標の把握、迅速かつ正確な経営判断が企業成長の要
Dr.Sum EAで経営情報コックピットシステムを実現

最新の経営情報の可視化が必須

昨今、企業をとりまく環境は時々刻 と々変化して
いる。ビジネス展開が活発化し、企業経営はます
ます高度化・複雑化する環境にあって、NTTソフ
トウェアが提供しているのは、高度なネットワーク
テクノロジーとシステム構築力を基盤に、ICT経
営戦略コンサルティングからシステム構築、保守・
運用にいたるまで をトータルに提供するICTソリ
ューションだ。コーポレートスローガンである“NTT 
SOFT e-Value Creation” のもと、先端技術、変
化対応力とシナジー力で顧客のライフスタイル、ビ
ジネススタイルを豊かに変革するのがミッションで
ある。

同社のようなソリューション提供ビジネスでは、
常に多数の開発プロジェクトが同時並行で進んで
いる。当然、経営陣としては、迅速に意思決定を
行うために、それらの収支状況、契約情報、主に
人材を中心とする開発リソースの状況をリアルタイ
ムに把握しておく必要がある。同社ではこれまでも
経営情報を可視化し、経営陣に提供する仕掛けづ
くりに取り組んできた。しかし、当時は経営指標と
データソースとのマッピングが十分に整っていなか
ったこともあり、なかなか実現に至らなかった。

しかし、2005年に事態が変化した。月次の経
営情報提供ではタイムリーな経営判断が難しいと
考えた経営陣から再び強い要請があった。また
SFAも導入され経営情報に利用できるデータソー
スも充実してきた。

一方で、同社内では草の根的に社内横断的なワ
ーキンググループを立ち上げ、社内にある各種業
務データの可視化を実現させる方向性を探ってい
た。こうして、ボトムアップの動きとトップダウンが
うまくかみあった形で、同社の経営情報システムの

開発プロジェクトが一気に本格化したのは、2005
年９月のことである。

豊富な機能とコストパフォーマンスから 
ウイングアークのDr.Sum EAを選択

最初に検討されたのは、ERPや営業情報シス
テムなど、特定のデータソースシステムにデータを
集めて、表示系システムにそれらを送る方法である。
さまざまな議論が行われた結果、データソースシス
テムごとに実現が異なるのを避けるため、システム
連携ツールを導入し、既存のシステムの外部にデー
タウェアハウスを構築することにした。

この場合、データウェアハウス部分としてデータ
ベースを利用すると、必要なグラフの数だけあらか
じめSQL文が必要になり、開発負荷やメンテナン
ス性の点からいっても、効率がよくない。そこで
OLAPツールの導入を検討することになった。候
補にあがった、多くの外資系製品は高価で複雑す
ぎるものが多かった。そうした中、クローズアップさ
れたのが、Dr.Sum EAだった。このプロジェクト
を開発の立場からリードした中島陽子氏は、次のよ
うに語る。
「Dr.Sum EAは、データ構造の定義がシンプル

でわかりやすく、エンジニアにとって技術の習得期
間が短くてすむのが魅力的。また、動的変数が扱
えるため、あらかじめすべてのグラフを表示するた
めのプログラムを用意しておかなくてもいい。開発
期間が大幅に短縮されることも利点だった。」

また、ワーキンググループの陣頭指揮を執った
長尾順太郎氏は、次のように補足する。「グラフか
らリアルタイムなドリルダウンが出来るためユーザ
ーの関心に対応して詳細な情報が柔軟に提供で
きる。また、サーバーライセンス体系がよかった。ク
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市場戦略シニアエキスパート
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●迅速な意思決定のための、収支状況、
契約情報、開発リソースをリアルタイ
ムで把握したい

●データベースから効率よく情報を可視
化するための分析ツールを探していた

導入背景 導入効果
●意思決定の裏づけとなる新鮮なデー
タを、分かりやすく見たい時に見る
ことが可能
●ユーザーの思考スピードで、データ
を自在に分析できる
●普遍的に利用可能なシステム基盤と
して高い評価

導入ポイント
●データ構造の定義がシンプル
●ノンプログラミング
●費用対効果が望める 

サーバーライセンス体系
●国産製品としての高い技術力、 

サポートの充実
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導入製品導入製品
Dr.Sum EA
大容量のデータを部門間や全社規模
で集計分析するための多次元高速集
計検索エンジン

Dr.Sum EA  
Reporting Server
Dr.Sum EAの集計結果をWebブラウ
ザ上で自在にデータ集計分析

Dr.Sum EA Visualizer
Dr.Sum EAの集計結果をWebブラウ
ザ上の多彩なグラフで表現、感覚的な
分析を実現。

■システム構成

ライアントにライセンス料金が発生する方法だと、
利用ユーザーが増加するたびに膨大なコストが発
生する。当社にとって費用対効果は重要な視点だ。
ウイングアークのDr.Sum EAは、国内で開発され
た製品で技術力には定評がありサポートも充実、
信頼を置ける製品だったことも大きなポイントだっ
た。」

「リアルタイムでわかる」 
先手先手の経営判断が可能に

経営情報システムは、2006年2月にカットオー
バーされた。図1のとおり、データソースにはERP
に格納されているプロジェクトの契約情報、営業
情報システム内の案件情報、自社開発の勤務管理
に納められた人材稼動情報、そして、顧客からアン
ケート形式で収集された顧客満足度に関する情報
が選ばれている。それらをシステム連携ツールから
日次でDr.Sum EA上に抽出して集計、Dr.Sum 
EA Visualizerでグラフ表示するとともに、Dr.
Sum EA Reporting Serverで詳細な分析が行え
るようにしている。前者は状況を大局的、直感的に
つかむため、後者は気になる個別情報を詳しく調
査するために利用される。現在、ユーザー数は同社
経営陣および管理者層で約100名。出社してPC
を起動すると、自動的にシステムが起動して最新
のデータを示すグラフが表示される。

まだ導入されて3 ヶ月強ではあるが、その効果は
着実に表れ、新鮮なデータが見たいときに見える
環境が整った。また、経営情報の可視化が実現さ
れたことで、システムに設けられた掲示板ではデー
タに対する活発な意見交換がおこなわれ、経営陣
から具体的な要望がよせられるなど、今や同社の
企業風土の一つとして根付きつつある。

新しい経営情報システムにおいてなかでも評価
が高いのは、Dr.Sum EA Visualizerである。「直
感的に全体が把握でき、必要な部分をドリルダウ
ンして詳細表示も容易にできることが評価された
のか、当初の予想以上に利用されている。」と長尾
氏は語る。また、さまざまなデータソースから整合
性を持たせた形でデータを集め、外部への表示を
可能にするこの仕組みは、経営情報システムだけ
でなく、共通的なシステム基盤として評価されてお
り、実際、他の業務でも利用が進んでいる。

今後はユーザー拡大を検討、 
すでに社外への販売も開始

NTTソフトウェアが開発した経営情報システム
は、今後、データソースの追加や利用ユーザーを
拡大して、経営陣と現場スタッフが共通のデータを
もとに、それぞれの立場でデータを分析できるツー
ルとして提供される予定である。このときには利用
者に対応したパーソナライゼーション機能やユー
ザーの思考スピードで、オンデマンドでデータを選
択的に分析できるDr.Sum EA Reporting Server
がさらに活用されることになる。

一方、同社では、自社の導入ノウハウを活かして
お客様の問題解決に貢献するために、企業内部に
ある情報を収集・集計し可視化するソリューション
として「InfoCabina（インフォキャビナ）」の社外提
供を開始している。

商品戦略を担当する田中 清氏は力強く抱負を
語った。「当社と同様に、“ERPに蓄積されたデー
タを経営に活用したい” “複数のデータソースを統
合して把握したい” “経営判断に役立つKPI（Key 
Performance Indicator）を規定したい” と考えて
いる企業は多いはず。データソースを集めて整合
性の取れた形でデータウェアハウス化するのは、長
年EAIやEA（エンタープライズ・アーキテクチャ）
コンサルティングで実績を積んだ当社の得意技
術。今回の社内導入で確立したノウハウを駆使し
て、お客様の問題解決に貢献したい。その手段と
して、Dr.Sum EAには大いに期待している。」

今後の導入計画
・経営陣と現場スタッフが共通のデー

タをもとに、分析できる環境の構築
・Dr.Sum EAを導入した経営情報シ

ステム「InfoCabina」の外販
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